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第25回白井市ふるさとまつり盛大に開催!!
H18.10.28㈯29㈰

　今年で第25回目を迎えた白井市ふるさとまつりは、2日目に天
候が心配されたものの無事回復し、2日間あわせ4万5千人の来場
者により盛大に開催されま
した。
　今年も昨年同様、企画運
営部会及び実行委員会によ
る度重なる会議により、よ
り素晴らしいまつりにしよ
うと準備を進めて参りました。初日は千葉ロッテマリーンズチア
パフォーマー「Ｍ☆Ｓｐｌａｓｈ!!」の皆さんの素晴らしいショー
もあり、例年とは違った一段と華やかなまつりを、来場者の皆さん
にも十分に楽しんで頂けたのではないかと思います。
　この白井市ふるさとまつりは、実行委員会、企画運営部会を始め、
白井高校ＪＲＣ（ボランティア）、ＪＲＡ（日本中央競馬会）、北総鉄
道㈱他、各種団体の皆様のお力添えにより開催されています。ご協

力を頂きました皆様、本当に
ありがとうございました。また、
駐車場を提供して頂きました
ホーマック白井店さんには心
より御礼申し上げます。

　11月29日～12月1日の3日間、東京
ビックサイトで行われた『中小企業総
合展2006 in Tokyo』に白井市・工業団
地協議会と共に出展し、通常接触でき
ない企業との結びつきができるよう、
㈱ソフケン・㈲アキモト金網、アントレ
白井の製品の展示や、工業部会員業種
別一覧表の配布を行いました。
　この総合展は、優れた製品・技術等
を有する中小企業が広く展示すること
により、販路開拓先、事業連携先とな
り得る他の
出展者や来
場者とのマ
ッチングを
行う機会を
創出するこ
とを目的に
開催されて
います。

中小企業総合展 2006
in Tokyo

年末調整指導会
　白井市商工会では、年末調整および源泉徴収税の納付指導を以下の
とおり行います。
　　平成19年1月5日㈮・9日㈫・10日㈬（年内も27日まで随時受付けます。）

　　受付時間：午前10時～11時30分　　　午後1時～3時

　ご来館の際には7ページの当日ご持参いただく物等を、ご用意の上お
越しくださいますようお願い致します。

新年会・経営支援セミナー開催　平成19年1月19日㈮

　詳細につきましては、新年会は同封の申込書、経営支援セミナーは
６頁をご覧ください。

白井3万ドル倶楽部受講生募集
　詳細は同封のチラシをご覧

ください。

　3万ドル倶楽部は「ネットビ

ジネスで月商300万円」を目指

して切磋琢磨する勉強会です。
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理　事　会

●10月13日開催
主な議案
　１）新規会員加入承認について
　　　３社を承認決定
　２）ふるさとまつり役割分担について
　３）各委員会報告
●11月21日開催
主な議案
　１）新規会員加入承認について
　　　5社を承認決定
　２）ふるさとまつりについて
　３）しろい七福神まつりについて
　４）部会・委員会報告
　５）経営セミナー開催について

第７回　会員親睦ゴルフ大会

消費税講習会

　11月28日、講師
に志村善明税理士
をお招きし、主に
今年度新規課税事
業者になられた方
を対象にした「消
費税講習会」を開
催しました。

　福利厚生委員会（斉藤　真委員長＝㈲エム電機サ
－ビス）では、11月10日に船橋カントリ－倶楽部に
おいて、「第7回　会員親睦ゴルフ大会」を開催しま
した。参加者46名が、日頃の練習の成果を競い合っ
た結果、武藤茂氏（＝㈲みどりや）が優勝しました。
　＊優　勝　　武藤　茂　氏
　　（グロス 92、ハンデ 21.6、ネット 70.4）
　＊準優勝　　田中宗隆　氏
　　（グロス 89、ハンデ 16.8、ネット 72.2）
　＊三　位　　大貫邦男　氏
　　（グロス 94、ハンデ 21.6、ネット 72.4）
　懇親会では情報交換をしつつ、盛会のうちに終
了しました。今回、都合で出られなかった会員の
皆さん、次回は是非参加してください。

意見交換会

　11日21日、白井市議会産業民生常任委員と理事
との意見交換会を開催しました。
　「現場の生の声を行政に反映して欲しい」旨の石
田会長の挨拶の後、岩田委員長から「日頃からふる
さとまつりなど市内の各種行事に参加・協力をいた
だき、地域商工業の発展、元気のある街づくりは商
工会なくしては出来ないことと認識している。」旨
の挨拶をいただきました。
　意見交換会では「個人店の廃業の増加」「電子入札
にはまだ各企業の環境が整っていない」「市内に本
社機能がないと税収に結びつかないので、地元企業
の育成に協力して欲しい」「商店マップをまた作成
する時には、補助金等で協力してほしい」等、活発な
意見交換ができました。
　商工会では、今後も発想の転換や知恵を出し合って、
会員間の取引を活発にする交流の場を増やしてい
きたいと考えています。
　出席いただいた次の常任委員会の方々には改め
まして厚く御礼申し上げます。
　岩田委員長・素田副委員長・薄井委員・古沢委員・
幸正委員
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　21名の参加者を得て、11月2日

から4日まで2泊3日の視察研修会を

実施しました。天気にも恵まれ、大い

に見聞を広め、会員相互の情報交

換と親睦を深めることが出来ました。

　今回、私は初めて商工会の視察研修に参加しました。
早朝、羽田空港を出発し、長崎空港に到着。待ってい
たのは“ラッキーバス”と縁起のいい名のバスでした。
　初日はまず、長崎原爆資料館を見学して、被爆の
痛ましいありさまを示す写真や資料を見て、改めて
核兵器の恐ろしさを感じ、ぜひ全世界の人に視察し
てもらいたいと思いました。
　2日目は唐津市を訪問し、国指定重要無形民族文
化財「唐津くんちの曳山行事」の祭りを見学して来
ました。ちょうど14台の曳山がお旅所に集まってい
る所に通りかかり、一カ所で全部の曳山を見ること
が出来たのはとても幸運でした。
　夜は有名な博多の「屋台街」を視察しました。どの
店も活気があり、人がいっぱいでした。
　3日目に訪れた柳川市では水郷柳川の川下りを体験。
とても元気な73歳の小柄な船頭さんに対して、乗船

した我々は100キロにリーチがかかった人が多く、
船は沈没寸前？？　しかし船頭さんは「久々に気合
いが入る。」と言いながらも、狭い橋の下も難なく通過、
60分のコースを80分かけて無事終了。柳川名物“鰻
のセイロ蒸し”をいただき、柳川の食文化も学びま
した。　あっという間の三日間の視察研修会でした
が「ベテランバスガイドさんのプロのガイド」「物産
センターで商売をされている方々の活気のある“イ
ラッシャイ！イラッシャイ！”の呼び込みでしのぎ

をけずっている姿」を見て商売はこうでなく
ちゃいけない！と再確認することができました。
　また、行く先々やバスの車内、宿泊先で、商
工会員同士「旅の話・仕事の話・世間話」で盛り
上がり、仲間意識がより深まったと感じ、無理
をしてでも参加して良かった“物より思い出”
を実感しました。 
　今回参加できなかった方も、次回はぜひ参
加して人生の良き思い出の１ページを刻んで
いただきたいと思います。

視察研修に参加して
　　　　鈴木清三理事（＝上むらそば店）

会員・従業員視察研修会会員・従業員視察研修会

 唐津くんちの
曳山行事

佐賀県鹿島市　祐徳稲荷神社

長崎市眼鏡橋

柳川の川下り（写真右端が鈴木清三理事）
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女性部

青年部

　焼きそば・かき氷・フラン
クフルト・ジュース等を販
売しました。中でも出店者
の多くが競合して販売して
いる焼きそばの売上を増や

そうと、やきそばのソースを部員で研究し、数種類
のソースをブレンドするなど工夫したことが功を
奏したのか、昨年度を上回る売上を上げることがで
きました。

　11月23日～24日に１泊２日の視察研修会を実施しました。１日目は
庶民の台所として、また観光客で賑わう札幌の市場を視察しました。威
勢の良い掛け声と共に、お客さんとコミュニケーションをとりながら
の対面販売は活気に溢れ、商売の原点を見る思いがしました。２日目は、
製紙業界のパイオニアとして知られる王子製紙苫小牧工場を視察しま
した。当工場は新聞用紙の生産拠点として、国内需要の約４分の１強を
供給しており、単一工場としては世界第１位の生産能力を誇っています。
その生産設備・工程はまさに圧巻でありました。

　鳥うどん・ホットコ
ーヒー・パイシューな
どを販売し、大好評に
つき完売することが出
来ました。今年度も売
上の一部は福祉団体等
に寄付をさせていただ
きます。

 11月16日に公民館・交
番に設置しているプラ
ンターの花の植替え作
業を行いました。今回

は紫や黄色など、色とりどりのビオラを植えました。
花いっぱい運動は地域振興活動の一環として年２
回行っています。

　新車展示コーナーに出展された寺田稔さん（＝
寺田自動車整備工場）のお孫さんが、ふれあい柏
レイソル大抽選会で、大当たり！　「柏レイソル
ホームゲームペアチケット」をゲットしました。
おめでとうございました!!

ふるさとまつり出店

ふるさとまつり出店

花いっぱい運動

おめでとうございます!!

視察研修会ｉｎ北海道

白井市
ふるさとまつり
10/28・29

王子製紙苫小牧工場にて
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今後の行事予定

新規会員の御紹介

白 井 市 商 工 会 の 活 動 記 録

商 号 住 所 業 種電 話 番 号

㈲ 今 井 工 業 今 井 ２ ３ ４ ４９１－８０８３ 管 工 事 設 備 業

オ ー ト サ ー ビ ス 目 黒 冨士１４２－５４ 090-4910-5875 自 動 車 修 理 業

大 貫 興 業 富 塚 １ ２ ３ ２ ４９１－１７０９ 土 木 業

※ ㈲ コ ナ ン テ ッ ク 柏 市 泉 1 9 7 9 - 2 0 4 - 7 1 9 3 - 3 5 5 2 電 気 工 事 業

※ 荒　井　電　気　工　事 鎌ヶ谷市東道野辺3-8-8 ４４４－９８０９ 電 気 工 事 業

※ ㈲ 　 三 　 信 　 美 　 装 鎌ヶ谷市佐津間285-1 ４４３－２２７３ 塗 装 業

特定非営利活動法人ケアグループ

あ い ・ あ い
根 １ ２ ９ ４９２－１２３６ 訪問介護・デイサービス

居宅介護支援

10月
�19日�競馬学校模擬レース観戦

会（第３支部・第４支部）
�20日�白井市ふるさとまつり実行委員会
�28日�第25回白井市ふるさとま

つり（～29日）

11月
�2日�会員・従業員親睦研修旅

行（～4日）
�7日�印旛地区青年部長会議
�8日�商工会政治連盟臨時総会
�9日�青年部会議
�10日�会員・従業員親睦ゴルフ大会
�16日�女性部会議  花いっぱい運動
� �しろい七福神まつり実行委員会
� �広報・情報化委員会
�17日�一日金融公庫相談会
� �県商工会ゴルフ大会

�19日�第143回全国商工会珠算検定試験
�21日�理事会
� �白井市産業民生常任委員

との意見交換会
�23日�青年部視察研修会（～24日）
�28日�消費税講習会（志村税理士）
� �『全国ふるさと見本市

2006』（～29日）
29日�中小企業総合展（～1日）
�30日�第46回商工会全国大会

12月
�6日�多角的連携推進研究会
�7日�第２支部　体験乗馬�

（白井ライディングクラブ）
13日�白井市ふるさとまつり　

企画・運営部会
14日�市との連絡調整会議
� �女性部忘年会

�15日�会報ゆつぎ66号発行

�
20日�印旛地区商工会長
� �連絡協議会（～21日）
�22日�理事会
�28日�商工会仕事納め

1月
�4日�商工会仕事始め
�5日�年末調整指導会（9・10日）
�19日�理事会　新年会
� �経営支援セミナー

2月
�5日�パソコン講習会（～7日）
�15日�会報ゆつぎ67号発行
�18日�第144回全国商工会珠算検定試験

※特別会員

（平成18年11月21日現在）
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10万円を超える送金の注意点（平成19年1月4日から）

・現金では送金できない

・キャッシュカードを使って口座から送金すること

は可能（ただし、本人確認が済んでいることが必要）

窓口

ATM

その場で本人確認
できる証明書など

その場で本人確認
できない証明書など

□運転免許証

□健康保険証

□年金手帳

□パスポート

□外国人登録証明書

□取引に使う印鑑の

　印鑑登録証明書

□住民票の写し

□戸籍謄本・抄本

□取引に使う印鑑以外

　の印鑑登録証明書

□外国人登録原票の写し

その場で本人確認できる証明書などが必要

　11月16日の委員会では、主に今号に同封い
たしましたアンケートの質問内容、景品につい
て検討しました。会報、ホームページを会員の
皆様に、役立つ情報提供の場とする為のアンケ
ートにぜひご協力ください。（広報・情報化委員会）

■年末調整指導会（1月5・9・10日）に　お持ち頂く物、ご用意頂く物
　各専従者・従業員に支給した給与・賞与の金額を
記載してある帳簿、各人の所得税源泉徴収簿（参考
に前年度分もご持参下さい。）専従者、従業員の控除
証明書（国民年金保険料の証明書・生命保険料・損害
保険料・小規模企業共済掛金・国民年金基金）・国民
健康保険税・介護保険料の支払い金額、専従者・従業
員及びその扶養家族の各々の住所・生年月日・所得
金額を調べてきて下さい。
　他に印鑑、税務署より送られてきた決算書に同封
の所得税徴収高計算書（納付書）、前年分控えもご持
参下さい。
昨年度との主な変更点

○定率減税の額の引き下げ
　平成18年分の所得税については、定率減税の額が
引き下げられ、定率控除額について、定率控除前の
所得税額の10％相当額（最高12万5千円）とするこ
ととされました。なお、平成19年分の所得税からは
定率減税が廃止されています。
○会社法の制定に伴った、所得税関係についての所
要の整備
○勤労学生控除の対象となる専修学校及び各種学
校の設置者の範囲の拡大
詳細は税務署から送られてくる年末調整のしかた
をご確認ください。
　国税庁ホームページ 　http://www.nta.go.jp

■労働相談（無料）
　市では雇用に伴うトラブル（賃金不払い、解雇、労
働時間、休日、休暇、配転、出向、労働条件の不利益変
更など）で悩んでいる労働者、経営者の相談を面接
又は電話で行います。専門の相談員が抱えている問
題点を整理し、解決に向けたアドバイスをします。
※相談関係資料がある人は、当日お持ちください。
　日　時　12月21日㈭　9：30～16：30
　場　所　市役所２階相談室
　相談員　社会保険労務士
　申込み・問合せ先　市商工振興課商工振興班
　　　電話４９２－１１１１　内線３２４２

■国の教育ローン（国民生活金融公庫）
　入学金、授業料、教科書代、アパートの敷金・家賃
など、入学時や在学中に必要となる資金を融資する
公的な制度として、国民生活金融公庫の「国の教育
ローン」があります。融資金額は学生・生徒お1人に
つき200万円以内、返済期間は10年以内です。
　詳しくは「国の教育ローン」コールセンター（0570-
008656（ナビダイヤル）、03-5321-8656）または、国
民生活金融公庫松戸支店（047‐367-1191）までお問
合わせください。

■1月から変わる　現金振り込み
　銀行などの金融機関での本人確認が来年1月4日
から厳しくなります。窓口で10万円を超える現金を
振り込むには、身分を明らかにできる公的な証明書
などの提示が必要となります。詳しくは各金融機関
でご確認ください。

■商工会事務局からお願い
　事業所の名称・代表者・住所等の変更があった場
合は、すみやかに事務局までお知らせください。「名称・
代表者・住所変更届」は事務局にあります。商工会か
らのお知らせ等、文書が未着になる恐れもあります
ので、ご協力をお願いいたします。
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至 柏　　　　　　　　　　　　　　国道16号線　　　至 千葉

白井交差点

至 印西市

至 鎌ヶ谷
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道

国
道
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線

ビジネスホテル 白 井
白井交差点から約100m

お部屋のタイプ
◎シングル（ベッド1）�◎ツイン（ベッド2）
◎トリプル（ベッド3)� ◎和室（布団・4人部屋）

駐車場完備

1泊 
5,250円
（税込）～

ビ ジ ネ ス ホ テ ル  白  井
千葉県白井市根 77-1　

☎047-492-5001 FAX 047-492-4614 ●白井駅・徒歩25分 ●天神前停留所・徒歩3分

活躍する企業・会員

割烹　河太郎本店
　　　        小 野　朝 一 氏

�白井市根664-3　TEL　４９１－８９１４

旬の素材で真心こめた、
　　　　　　　　 おもてなし

店主 小野朝一氏

No.86

　飲食業界を取り巻く環境が依然厳
しい現状である中、明るく元気なお
店『割烹　河太郎本店』に訪問してお
話を伺った。
　店主の小野 朝一 氏は福岡県生ま

れ。16歳より『日本料理』の道へ入る。懐石料理の名
門「つきぢ　田村」の田村平治氏を師と仰ぎ、各地の
旅館や料理店の料理長
として、この道一筋40
有余年修行を積まれた
のち、昭和61年12月1日、
当地で開業され、現在
25名のスタッフで、お
客様一人一人が満足し
てお帰りになれるよう、

「真心のおもてなし」を
モット－に頑張られています。ちなみに『河太郎』は
九州地方ではカッパのことだそうです。
　小野さんは研究熱心、「旬の素材の味を大切にす
ること、新鮮な素材を新鮮なうちに使うことが料理
人の心得。本物を追求してお客様に提供し、感動し

ていただければ最高である。本物は飽きが来ないし、
他人の物まねやコピ－はいらない。創作料理は永年
の修行と熟練が必要である。」と料理に対する思い
を熱く語られた。特に『大根』を使った料理は簡単そ
うで、他の素材との組合せが難しく、基本と技術を
しっかり身につけないと出来ないそうです。また、『茶
碗蒸し』を考案した人は本当に素晴らしいと尊敬し
ています。
　人生哲学は、「道具や食べ物は安い物は安い成りで、
飽きるし大事にしない。本物は高いが、自分でお金
を出して買った品物、食べ物は大事に扱う。」今現在は、
昔嫌いだった蕎麦にこだわっているとのこと。10年
前に福島で出会った本物の『十割そば』の美味しさ
に感動して、蕎麦の美味しさを追求しているそうです。
　料理は奥が深く、常に本物を追求してもなかなか

一人前にはなれないし、自分自身もまだま
だ修行中、後世に残るような調理方法をい
くつか残したいと、日々精進されています。

「世の中で美味しい物に出会う機会は、一つ
の天体を発見するよりも難しい」と、ある中
世の天文学者が言ったそうですが、『割烹 河
太郎本店』に行けば見つかるのではないで
しょうか。これから忘年会や新年会の季節、
是非、本物の味に出会ってください。

営業時間� 平日11：00～15：00　17：00～22：00

� 土・日・祝祭11：00～22：00

定 休 日� 月曜（祝祭日、12月、1月は営業）

大小宴席場完備150名様収容　大駐車場完備　

無料送迎バス有　　　　　お気軽にご利用ください


